手塚 治虫 と グル レル メ マン ガ を つなぐ も の 一 「 あ し た の 


ジョ ー」 の 減量 
The one which connects a gourmet cartoon with 


Osamu Tezuka: Cutting of Joe of tomorrow 
Natsuki Yamada 


Abstract: Italk on change in the nature of the character in the cartoon through description 
ofa food and the genre called a gourmet cartoon again. Specifically, the process until the 
character will be the existence which ‘mediates between a story with a reader’is analyzed 
so that it may be seen in the gourmet cartoon. First | pay attention to Tezuka Osamu 
early-stage work, Takamori Asao original work and Chiba Tetsuya taking pictures “Joe 
of tomorrow". And it is considered about the thing description about life and death there 
foreground propizes through a food. Further, it is confirmed thatthe effort and the growth 
drawn closely in “Joe of tomorrow” are formalized since putting it in the after work. It is 
inspected that the autonomy of the character becomes self-evident by this thing. And it is 
also inspected that the genre as the gourmet cartoon is formed consequently. 


Keyword: character, physicality, gourmet cartoon, Ashita no Jo. 

要 軒 : 食 の 描写 、 ま た グル レル メ マン ガ と 呼ば れる ジャ ン ル を 通し て 、 マ ン ガ に お ける キャ ラク ター の 
性 質 の 変容 に つい て 論じ る 。 具体 的 に は 、 グレ メ マ ン ガ の よう に 、 キ ャ ラク ター が 「 読 者 と 物語 
媒介 する 」 存在 と な る まで の 過程 を 見 る 。 まず 手塚 治虫 初期 作品 と 、 高森 朝雄 原作 、 ち ば て つや 
作画 「 あ し た の ジョ ー」 の 生死 を めぐ る 描写 が 、 食 を 通し て 前 景 化 する 現象 に つい て 考察 する 。 


そし て 、「 あ し た の ジョ ー」 で は 級 密 に 展開 され る 努力 、 成長 が 、 以降 の 作品 に お いて は 形式 化 
され 、 そ こ で キャ ラク ター の 自律 的 な 存在 と し て の あり 方 が 自明 化し 、 グレ メ マ ン ガ と いう ジャ ン 


ル も 成立 し て いく こと を 検証 する 。 
キー ワー ド : キャ ラク ター、 身体 性 、 グレ メ マ ン ガ 、「 あ し た の ジョ ー」 。 


1. は じ め に 


本 稿 で は 食 の 描写 を 通し て 、 マ ン ガ に お ける キャ ラク ター の 人 性質 の 変 


容 に つい て 論じ る 。 


近年 、 マ ン ガ に お ける 食べ へ の 注目 が 盛ん に な っ て いる 。 例 えば マン ガ 評 
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論 に お いて は 、2011 年 に 斎藤 宣彦 『 マ ン ガ の 遺伝 子 』「、2013 年 に 南 信長 


『 マ ン ガ の 食卓 』*、2017 年 に 杉村 磨 『 グ ル メ 漫画 0 年 史 』 が 3、 そ れ ぞ れ 
刊行 され て いる 。 これ ら は 食 を 通じ て マン ガ 史 を 捉え 志す 試み で あり 、 


! 斎藤 宣彦 『 マ ン ガ の 遺伝 子 』 (講談 社 現代 新書 、 2011 年 , 12 月 ) 。 た だ し 一 同 通 し て で 


は な く 、 食 に つい て 論じ て いる の は 「 第 七 剖 料理 マン ガ は 「 魔 球 」 が いっ ぱ 
み で ある 。 
2 南 信長 『 マ ン ガ の 食卓 』 (NT 出版 、 2013 年 , 9 月 ) 。 
3 杉村 啓 『 グ レ メ 漫 画 s0 年 史 』 (星海 社 新書 、 2017 年 , 8 月 ) 。 
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為 の よう に 描か れる 点 で ある 。 先述 の ママ ン ゴ 星 に 向かう ロケ 
は 飼え た アセ チレ ン ・ ラ ンプ に 
に 述べ る 。 

官能 的 で 刺激 的 な か エピソード が 、 
ふれ た こと は か つて な い 。 
は な お 妖 し さ を 増す の で は な いか 。 


「 ア 


に お いて 、 あ や 


食 が 性 に 


食べ られ て し まう 。 そ の 


E マ ン ガ の 
手 が 植 物 だ か ら こ そ 、 


( 略 ) プ こ の 場合 、 女 


は いか な い 。 
セッ クス を 


「 食 べ る 」 と いう 行為 に ある 呪縛 


と 述べ る 。 
立 置 づ ( 


e 藤子 ・F・ 不 ニ 


雄 「 解 説 」 (手塚 治 』 


1 小野 
(竹内 
社 、 1989 
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F 塚 
此 衣 


彦 編 『 マ ン ガ 


E『 地 底 
世 「 葉 緑 素 を 持っ た 女 陰 一 ヨ 
オサム 十 村 上 知 
E 2 月 。 初出 は 「 季 刊 レ ビュ ー」 1979 


治虫 マン ガ に 
ド 体 系 
E 3 月 ) 。 


が カ 


RE 1994 年 


ナ て いる よう に 、 
食 文化 を 通じ て 
種 の 保存 と し て の 性 を 、 そ れこ そ 
記さ せる も の と な っ て いる 。 もみじ が 食べ られ て 生命 を 失 
と 、 新 た な 生命 、 子 孫 を 残す こと に な る あや め の 描 写 に よっ て 、 


食欲 を 


お ける (変容 主 ) 


性 交 行 為 に つなが る 。 子 ども マン ガ 
し か し 、 女 


細く より 


も くら む ほ どの 刺激 的 な 効果 を あげ た と さえ いえ 


て 以降 に 広がっ て いく と さ 
食べ る 」 と いう 行為 が 、 男 
読ま れ て いた と い 
に よっ て 、 戦 
ゝ けら れ た 」 


「 手 塚 


ヽ 


ここ で の 
喚起 させ る 


性 


11 月 ) 。 
を めぐ っ て 」 


1 一 アト ム ・ 影 丸 ・ サ ザ エ さん 』 平凡 


THE ONE WHICH CONNECTS A GOURMET CARTOON WITH OSA 


が 
性 な どの 身体 性 を 人 
手塚 治虫 初期 作品 
れ 、 
ム の 追求 を 試み る 劇 
する 心 


それ で は 、 マ ン ガ 


階 か ら キ ャ ラク ター 
の 、 比 只 的 に 言え ば 


の も の か ら 、 如 何 に し て 「 呪 縛 」 
「 感 情 移入 」 を 促す も の と 


HH 


* は 、 
以降 の マン ガ で も 、 例 えば 1950 年 
こも 象徴 され る よう に 、 

描 カ か れ て いく 12。 
E を 強め る こと ! < 寄与 し た 食 を 、 どの 段 


【 


> 


| 画 の 隆盛 に 
まや 傷つく 身体 、 
お いて 身体 恒 
"は 楽し め る よう 


、 身 体 性 の 介 


性 や 死な ど が ] 


この よう な 


表現 され る の で ある 。 つ まり 、 あ や め と も み じ は 、 耳 
うみ キャラ マク ター と し で 


から 60 人 4 


に な る の か 。 


E 代 に ヵ 


FH 


カカ 


細か れ た の で ある 。 
2 で キャ ラク ター の 身体 + 
ゝ け て の 、 リ アリ ズ 
キャ ラク ター の 葛藤 


と 同村 


1U TEZUKA 


ま に 、 死 や 


生 が 強め ら 


身体 性 を 支え る た め の も 


め 、 次 に グル メ マ ン ガ の 成立 過程 を 検証 し て いく 。 


物語 の ワン シー ン と し て 食事 が 
し た マン ガ が あ 


グル レル メ マ ン ガ の 誕 有 4 


の も の を テー マ と 


る 「 グ ル メ マン ガ 」 


以上 か ら ( 
割 ( 「 呪 縛 」 


埋 | 


に 


の も の 」 の 描写 が 生 


[LU【 


マン ガ に 
) か ら 解 放さ れ た こと 、 楽 し むための 食 、 
まれ た こと が 肝 え る 。 そ れ は 、 ど の よう に 


細か れる の で 6 


さま なく 。 


る 時 } 


と 呼ば れる ジャ ン ル で ある 。 


お ける 


レ 


と な っ た の ヵ 


o 


一 般 的 に グル メ マ ン ガ の 祖 は 


ン 」 (「 週 刊 
萩尾 望都 画 


どき れ “、 加 で 9 
ケー キ 」 を 「 始 1 
の 読者 に 
後者 は 少女 マン ガ 
と 考え た い 。 


史 


そう いう 観点 か ら 
マン ガ の 原点 を 求め る な ら 、 や は り 『 包 丁 人 味 


2 も と も と 簡素 な 線 で 


血 を 流し 、 内 直 


ヽ 


少年 ジャ ンプ 」19704 
「 ケ ー キ ケー キ ケー キ 」 
E 述 の 南 信 
と する に は 異 
こ 支 持 さ れ た ヒッ ト 作 と ! 
に 残る 一 作 だ が 、 


長 は 、 
論 は な い 」 と する も の の 、 
影響 力 は 小さ い 。 
ケー キ な どの 菓子 類 は ここ で は 別枠 


食 が 、 


1970 年 発表 の 望月 


E う キャ ラク ター と し て の 個 
は 解 か れ 、 楽 し ゅ か ため の も の 、 


し て 食 は 表現 され て いく の か 。 そ の 確 


キャ ラク ター の 身体 


起 也 「 突 撃 


[ 


E2 月 23 日 


( 
「 突 軸 


「 な 
ラー 


さよ 言い が た さく 


5 月 25 日 


か よ 
メン 」 


歴史 


) 、 
し 」1970 年 


ノ 木 アヤ 作 、 
年 9-10 月 ) 


体 維持 の た め 


読者 に 
認 の た 


食事 や 料理 そ 
月 か ら 登 場 し て きた 。 い わ ゆ ゅ ゆ 


性 を 支え る 役 
食事 や 料理 そ 


し て 可能 


ジー メ 


「 ケ ー キ ケー キ 


[前 


衝 は 多く 


、 現 在 の ジャ ン ル 的 隆盛 に つなが る グル メ 


させ る な ど 身 体 性 


を 強め て いく 


弓 社 、 
南 信 長 ( 注 ② ( 

斎藤 宣彦 ( 注 (① 【 
所 剣 法 」(「 


o 


こ 同 


に 


を 深化 
せめ ぎ 合 い に つ いて 
工 的 身体 の 表象 分 析 ] 
2016 年 11 月 ) 参照 。 


じ ) 


こ 同 


ト 拓 


(立教 大 学 


o 


じ 


『 著 『 ロ ボッ ト と (日 本 ) 
出版 会 、 2013 年 3 月 ) 、 


、 杉 村 啓 ( 注 (3) に 


同じ ) 。 


で 走 


一 近 現 代 文学 、 


抽 著 『 石 ノ 森 


FE』 と いう こと に な る 」 と 


苗 か れ 、 身体 性 が 希薄 で あっ た マン ガ の キャ ラク ター が 、 傷つき 
思 こ る 、 マ ン ガ 表 2 
戦後 マン ガ に 
章太郎 論 』 ( 青 


お ける 人 


た だ し 後 


し ん ぶん 赤 放 


」 1970 有 


F10 


月 28 


2015 年 7 月 3 


EE 


。 隔 


者 は 


週 周 


上 


上 


『 載 ) 


あげ て い 
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NATSUKI YA 


MADA 


し 、1973 年 発表 の 邊 次 郎 作 、 ビ ッ グ 錠 画 「 包 丁 人 味 平 」 (「 週 刊 少年 ジャ 
ンプ 」1973 年 6 月 2 日 一 1978 年 11 月 7 日 ) を あげ る 。 
先述 の 杉村 啓 は 、 グ ル メ マン が 最初 期 の 一 九 七 〇 の 年 を 、 フ ァ ー ス ト フ 


ーー 


食 」【 
「1970 年 


や ファ ミ 


に 『 巨 人 の 星 』 


筆 し 、 劇 画 ブ ー ム を 起こ し て いた 」 
性 物 」 が 、 
誠 」 の 「 和 突撃 
の た め の 過 酷 な 料 


供 條 


三 ] 


グル メ 


に 見 られ る よう な 、 


の 


有 藤 宜 彦 も 、 


過酷 な 修行 」 
1980 年 


は 劇画 ブー ム の 真っ 


リー レス トラ ン な ど 「 外 
こ 興 味 を 持っ た 時 代 」 と する 。 そ し て 


(原作 : 4 


マン ガ を 4 


修行 
試合 で 


区 


性 原 一 


騎 、 


( 略 ) 。 週刊 
作画 : 川崎 の 
に も さい と うた か を や 水木 し げ る と いっ た 、 


食 産業 」 が 興隆 し 、 
同時 期 の マン ガ に つい て 
少年 マガ ジン で 、 


= の 時 


E ん だ と 指摘 する 。 
ラー メン 」 で は 、 
」 が 為 さ れ 、 
勝敗 を 決する と いう 方 式 」、 


「 多 く の ス ポ 


な どの 
代 以 降 の 


| 
FH ロロ 


パー くい し ん 坊 」 や 、 寺 沢 大 介 


変 


2]」 と し 、 


まだ 
する に あたっ て 


当時 は スポ 根 と 


つま り 食 は 、 
作品 で は 、 
こ 関 わる 表象 と し て 、 
も の で あっ た 。 そ れ が 1970 
け 食 の 技術 を 磨き 、 知 


塚 治 
持 な ど ( 


以降 、 
一 大 ジャ ン ル と な る 。 本稿 で は その 前 段階 と し て 、 
SC 
1950 年 代 後半 か ら 604 
E が 徐々 に 強め られ た こと 
Ne TS に の らら に に に わこ だ お の 
と な る キャ ラク ター の 身体 必 


な 修行 」 


5 ビッ グ 錠 「 味 
ミッ ク 版 ) 、 
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作品 、 


体 司 


視 


『 タ 


「 何 
作れ て 解決 する 、 
人 の 星 』 や 


ら か の 問 


『「 ガー マス ク 』 


「 包 ] 


人 味 


ヽ 


( 略 ) どこ か 


殿 


SN 


泳 が す ん で 3 


初 


ロゴ 


美食 や 


すか ら 。 


に 伴っ て 強固 


と いう の は 、 魔 


F」 の 画 の ビッ グ 錠 


誌 で うけ る の か な あと 不安 で し た が 、 
ん な 不安 は ふっ 飛び まし た 。 な ん た っ て 、 
いけ る !!/ と 直感 し ま 


野球 な どの スポ ー ツ と 同等 の も の と な る 。 
食 は 体内 に 取り 込む た め の も の で あ 


こりゃ 、 


造 が 「 換 骨 奪 胎 」、 


月 


E 次 郎 作 


題 を 解決 する た め 
球 や 必殺 0 
的 な スポ 根 も の と 同 根 」 と 述べ て いる 。 
に よる 次 の 回 想 か ら も 、 
「 ス ポ 根 」 が 想定 され て いた こと が 和 用 える 。 
は 縁 の な か っ た 僕 に は 、 料 表 
斉 い イメ ー ジ が つき 3 


+ 


「 包 丁 人 味 平 ] 


に 特 


E と っ て 、 そ ん な 話 、 し か も 少 


「 父 と 子 の 物語 で あり 
区 の 特 


「 応 
(の ち 原 案 ) 、 
「 ミ スタ ー 味 っ 子 」 も 含め て 


「 ネ 


1966 人 


ト 。 他 


ぼる ) が 大 ヒッ 


劇画 で 活躍 し て いた 作家 が 執 


で 、 劇 画 の 「 ス ポー ツ 根 
、 復 
訓 」 と 同様 の 「 復 讐 
で は 、「 ス ポ 根 も の 
「 打 ち 勝 つた め 」 
]』」 され る 。 先述 の 斎 
ビッ グ 錠 画 「 ス ー 
「 ス ポ 根 の 
の 料理 が 
| する 『 巨 


Tp 


の 


無 当 


6 
に 特 


の 


訓 し 、 


Du 


車載 を 開始 


連 


E 人 の 世界 と な る と 


第 一 


識 を 深め る た め の も の !【 
食 文化 に 関わ る 描写 が より 精 弘 に 為 さ れ 、 グ ル メ マン ガ は 


ー 


と ( 


と っ 


(8 


上 文庫 


( コ 


589 


年 代 に 
は 確認 以 た が 、 


4 


確 


回 


の 原作 を 計 之 ん だ 時 、 


Ne の) 18 だけ 72 計 


と な る 過程 を 検 
か け て 隆盛 する 劇画 ( 


両 


EE だ 


1940 年 代 末 の ヨ 
、 性 や 生命 維 


E 仙 ) ポ 


マン ガ の キャ ラク ター の 身体 性 を 強め て いく 
E 代 の グル メ マ ン ガ 名 明 期 で は 、 
こ 変化 する 。 


ー 
ke 


「 試 合 」 に 向 


「 ス ポー ツ 根 性 物 」 に 
証する 。 手塚 治虫 初期 
こよ っ て マン ガ の 身 


た る も の と な る の は 、 見 


E 次 郎 作 、 ビ ピッグ 錠 『 包 丁 人 味 


すべ き は 、「 過 酷 
E の あり 方 に 、 食 が 大 い 


Fl (第 12 巻 、 


THE ONE WHICH CO 


に 関わ る 点 で あり 、 そ れ が # 


こと で 、 グ ル 


ガ に よっ て 努力 、 成 


に 


メ マ ン ガ が 生 


造 と し て の み 「 換 和 骨 奪 胎 」 
E れ る こと で ある 。 言い換え れ ば 、 グ ル メ マン 
長 の 形式 化 が 為 さ れる こと で 、 楽 し まれ る も の と し て 


NECTS A GOURMET CARTOON WITH OSAMU TEZUKA 


「 応 用 」 され る 


の 食 、 「 食 事 や 料理 その も の 」 の 描写 が 可能 と な る の で ある 。 次 より 「 ス 
ポー ツ 根 性 物 」 と グル メ マ ン ガ を めぐ る 、 食 を 通し た つなが り と 断絶 に つ 
いて 検証 し て いく 。 
4. 「 あ し た の ジョ ー」 の 減量 
先述 の 「 巨 人 の 星 」、 「 タ イガ ー マ ス ク 」 に 加え 、「 あ し た の ジョ ー」 
NN UM NM MM UMOMO 
は 高森 朝雄 ) で も ある 梶原 一 騎 は 「 ス ポー ツ 根 性 物 」 を 代表 する 作家 
a そし て 、 ち ば て つや を 作画 と する 本 作 は 、 「 ス ポー ツ 根 性 物 」 


と いう 枠組 み 
れ て いる %。 


東京 の 下町 ( 


を 超え た 、 


戦後 マン ガ を 代表 する 作品 の 一 つと し て 受容 さ 


こ 現れ た 不良 少年 


・ 矢 吹 丈 は ボク シン グ の 天性 の 資質 を 


元 ボ クサ ー の 丼 下段 平 
に 硝 捕 され た 挙句 、 東 メ 


に 見 込 3 


E 特 等 2 


か ら の 脱走 を 邪魔 し た 2 


奄 院 


の 


まれ 
E 院 に 送ら れ て し 
生 の 力石 徹 が プロ ボク サー と 知っ て 、 


> 名 


る が 、 


段 


力石 を 追っ て 、 


ジョ ー は 、 


F の 指導 の 下 、 ボ クシ ング の 腕 を 磨く ジョ ー 
負 平 が 開い た ボク シン グ ジ ム !【 


退院 後 、 
ライ セン ス 昌 


受 ゴ 


売っ て 注 


を 集め 、 プ ロ デ ビ ュ 


石 


っ た が 、 


服 し 、 強 敵 を 次 々 撃破 。 つ い ( 
セ ・ メ ンド ー サ と の タイ トル 戦 で 


以上 が あら すじ で あり 、 力石 徹 と 矢 


9) 
つい て 、 大 塚 
と し 、 和 夏目 房 


に 挑む が 、 


3 


無理 な 減 


こ は 


表現 ) 史 に お いて も 大 
志 は "、 マ ン ガ に お け 


之 介 は "、 カ 有 と . ジョ ー の (人 間 ) 化 、 


ー 


ゼア ュー 


で 、 力 石 の 死 
あり 、「 マ ン 


し 


春 文 月 
ちば て つや 『 


17 


『 大 アン ケー 
『、1992 年 8 月 ) で 一 位 


が 「 当 時 の に と っ て ( 略 ) 
ガ の 登場 人 


青年 


読 L 


ト に よる 少年 少女 マン ガベス ト 100 一 第 1 位 は 
に 輝い た こと は 、 し ば し ば 参照 


ちば て つや が 語る 「 ち ば て つや 」 』 (集英社 


18 


大 塚 英志 「 梶 
『 教 養 と し て 
砂 房 之 介 


19 


原 一 騎 未完 の ビル ドゥ ング スロ マン 」 (大 


物 に 強い リア リティ を 感じ 、 


上 、 2014 年 5 月 


3 


EE の:。 


先 に 少 


ー 


得 の た め に 新人 王 ・ ウ ルフ 人 金 串 
を 果たす 。 そ し て 金 
計 で バン タム 級 の ジョ ー と の 対 
石 は 、 ジ ョ ー の クロ スカ ウン ター を 破っ て 勝利 し た も の の 試 
他界 。 そ の こと が トラ ウマ と な っ て 再起 不能 ( 
無冠 の 帝王 、 カ ー ロ ス ・ リ ベラ と 戦う こと で トラ ウマ を 克 
世界 バン タム 級 チ ャ ン ピ オ ン 、 ホ 
誰 雄 を 決する 。 ツ 


吹 丈 (以下 、 ジ ョ ー) の 成長 の 過程 
き な 事 象 と され て いる 。 そ の 成長 に 
る 「 生 身 の 少 年 の 身体 」 の 「 発 見 」 


> 


Ca 


FE 


詐欺 や 補 次 な どの 人 罪 で 警察 


だ が 少年 院 


有 


年 院 を 出 た 
身 を 寄せ た 
に ケン カ を 
に 勝ち 、 カ 
に 応じ た カ 
合 後に 


こ 陥 りか けた ジョ ー だ 


され る 。 


家 英 志 十 


の (まん が ・ ア ニ メ ) 』 講談 社 現代 新書 、 2001 有 


ES 月 ) 0 


「 青 年 化 」 と し た 上 
衝撃 的 で 「 リ アル 」」 
まる で 実在 の よう に 


で 


ト 「 あ し た の ジョ ー」 !』 ( 文 


).。 
ササ キバ ラ ・ ゴ ウ 


『 マ ン ガ の 深 読 み 、 大 人 読み 』 (イース ト ・ プ レス 、 2004 有 


FE10 月 ) 。 
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に 入 」 っ た こと を 指摘 する 。 


思い な す 青 年 層 読 者 」 が 生ま れ た こと ?、「 マ ン ガ が 社会 現象 化す る 時 代 


力石 と ジョ ー の 成長 する 姿 を 通し て 、 マ ン ガ 


の キャ ラク ター が 「 実 在 」 の ご と く 受 容 さ れる よう に な っ た と すれ ば 、 


そう し た 「 リ アリ ティ 」 は 、 
そこ で 重要 と な る の が 減量 
8 


タム 級 へ 移行 する た め に 地獄 の 減量 を 行う 中 で 、 力 石 の 身体 お よび 内 本 


どの よう に 生ま れ て いっ た の か 。 
で ある 。 夏目 は 、 ジ ョ ー よ り も 、 力 石 の 方 が 
ジョ ー と の 対戦 を 控え 、 フ ェ ザ ー 級 か ら バ ン 


が まず 精 弘 に 描か れる よう に な る 。 そ し て 力石 の 死後 に は 、 追 う よ う に 
ジョ ー が 成長 する こと で 、 「 力 石 の 青年 化 」 が 「 受 けつ 」 が れる 。 同じく 、 


マン ガ に お ける 「 生 身 の 少 人 


E の 身体 」 の 「 発 見 」 を 指摘 する 塚 英志 も 、 


キャ ラク ター の 身体 性 が 強固 な も の と な る 契機 に 、 力 石 の 減量 を あげ る 。 


MM こつ 


いて は 別 の 機会 で 詳細 に 論じ た が 2 本 稿 で 


改め て 減量 に 向き 合う に あたっ て 注目 する の ! は 、「 あ し た の ジョ ー」 に 


お いて 食材 が 「 う まそ う 」!【 


ああ これ ジョ ー の 体 
さん 仕入れ て きま し た で 


こ 描 か れ て いる こと で ある 。 


力 回 復 に た ええ や ろ 思 う て う まい も ん ぎょ う 
え グ ( 略 ) プ ヘ へ へ さす が は 食欲 の 秋 で 


ん な ああ ちこ ちの 店 先 に は いろ いろ うま そう な も ん が .… 
以上 は 、 ジ ョ ー の 友人 の ボク サー、 マ ン モ ス 西 の セリ フ で ある 。 直後 に は 


妥 平 に 「 西 よ .…: お め え も プ 


ロ ・ ボ クサ ー の は し くれ な らち っ と は 食っ て 


いい も の と わる いも ん の 区 別 く らい し た ら ど うな ん だ それ じゃ な く て も 
ジョ ー は いま 寝 た っ きり で ウエ ー ト が どん どん 増え て いる ん だ ぞ で 」 と 語 


れ 、 ソ ー セ ー ジ 、 ドーナツ 、 
て 川 に 捨て られ て し まう が 、 


チョ コレ ー ト 、 バ ター な ど が 「 目 の 毒 」 と し 
ここ で は 食材 が 、 そ れ だ け 「 食 欲 」 を 喚起 さ 


せる 「 う まい も ん 」 と し て 描か れ て いる 
既に 指摘 され て いる NN ME 


その 点 に つい て 先述 の 南 信長 は 、 手 塚 治 虫 作 』 


る 。 キ ャ ラク ター を | 物語 


シス テム が 成り 立つ ) 」 よ うに 描く 手塚 作品 


告 を 演じ る 役者 で DI で (ゆえ に こ ス ター 
ュ ョ で は 、「 食 の 名 シー ン 」 が 「 


RN 合 も 「 ス トー リー 的 に 必要 」 で ある た め 


に 表現 され て いる に 過ぎ ず 、 


「 食 べ る 喜び 」 が 「 伝 わっ て こない 」 が 、 


キャ ラク ター が 「 物 語 の 中 の 人 生 を 生き て いる (か の よう に 描か れ て い 


る ) 」 ち ば 作品 で は 、「 食 
その 対照 性 に つい て 補足 
人 生 を 人 間 を 描く 作家 だ 


シー ン 」 が 対照 的 に 表現 され て いる と いう 。 
を すれ ば 、 江 口 寿史 は 「 ち ば て つや は ( 略 ) 
それ も 深く 丸 念 に 」2、「 主 人 公 だ け で な くそ 


の まわ り の 一 人 一 人 が ちゃ ん と それ ぞ れ の 人 生 を 生き て いる それ ぞ れ の 


2 注 (19) に 同じ 。 
2 押 著 『「 ド ヤ 街 」 か ら 読む 
究 所 、2020 年 10 月 ) 。 


? f 史 「 ち ば で て つや に 会 っ た 夜 の こと 。 」( 「 文 芸 別冊 [ 総 特 集 ] ちば て つや 一 漫画 
家 生 活 5$ 周 年 記念 号 」 2011 年 2 月 ) 。 


「 あ し た の ジョ ー」』 (昭和 女子 大 学 近代 文化 研 


THE ONE WHICH CONNECTS A GOURMET CARTOON WITH OSAMU TEZUKA 


人 生 の か ら み あい が スト ー リ ー に な る の だ 」、「 図 抜け た スト ー リ ー テ ラー 
だ が 登場 人 物 は 物語 を 進め る た め の 駒 で し か な い 手 塚 治 虫 と は その 点 が 両 
極 と いっ て いい ほど 違う 」 と 評 す る 。 手塚 と の 対比 で は な い が 、 先 述 の 
夏目 も 「 ち ば は 、 登 場 人 物 に まる で 家族 の よう な 深い 愛情 を も つ 作 家 で 
ある 。 物語 の 必要 に よっ て 動く (ある い は 動か す ) の で は な く 、 自 身 の 
I グ 登 場 人 物 が 決定 的 に 不幸 に な る の を 
嫌う の も 、 ち ば に と っ て 登場 人 物 が 実在 同然 に 愛す べき も の だ か ら だ 」 
I は 空間 描写 の 分 析 に よっ て 2、 ち ば 作品 が 「 寄 り 
道 と いう 非 経済 的 な 運動 」 に 満ち て いる こと 、「 主 役 と 傍 役 、 前 景 と 後 
景 、 中 心 と 周縁 の 区 別 」 を 取り 払い 、 そ こ に 読み 手 お が 「 い つの ま に か 鷹揚 
な 主人 公 や 脇役 と 同じ 律動 を 刻ん で いる こと を 発見 」 す る よう な 、「 遊 び 
の 時 間 」 に 満ち て いる こと を 指摘 する 。 そ れ は 手塚 作品 に 見 られ る 「 物 語 
の 経済 的 で 直線 的 な 展開 」 と は 決定 的 に 異な る も の で あり 、「 寄 り 道 」 の 
よう な 「 歩 み 」 が 展開 され る こと で 、 主 役 も 脇役 も 含め 、 その 世界 に 生 
る 人 びと は 、 物 語 に 従事 する 登場 人 物 と し て で は な く 、 言 うな れ ば 「 実 在 
人 Hi 

つま り 、 ち ば 作品 に お ける 物語 は 、 結 末 に 「 直 線 的 」 に 向かわ な い 。 
「 ス トー リー 的 に 必要 」 で な い 「 時 間 」 を 過ごす 姿 も 含め 、 キ ャ ラク ター 
は 「 そ れ ぞ れ の 人 生 を 生き て いる 」 か の よう に 描か れる の で あり 、 食 は そ 
う し た 日 常 を 体現 する 行為 と し て 表現 され る の で ある 。 そ うし た キャ ラク 
ター の あり 方 を 、「 実 在 」 の ご と き 「 リ アリ ティ 」 を 有する も の と し て 
いた の が 「 あ し た の ジョ ー」 で あり 、「 う まそ う 」 な 食材 、「 食 欲 」 と 
と も に 、 食 べら れ な い 苦 し み (減量 ) まで も 表現 され る の で ある 。 

実際 に 見 て みる と 、 「 あ し た の ジョ ー」 で は 冒 頭 か ら 、 ド ヤ 街 で の 
「 犯 罪 」 に よっ て ジョ ー に 収集 され 、 路 上 で た た き 売 り に され る 缶詰 、 
チョ コ 、 ビ スケ ッ ト と いっ た 食材 が 、 同 時 代 の マン ガ に 比 し て 詳細 な 商品 
ラベ ル や 、 殺 到 す る 客 の 描写 な ど に よっ て 、「 う まそ う 」 に 表現 され 
る 。 ま た 、 そ こ で 活き 活き と 為 さ れる 「 商 売 」 (「 犯 罪 」) は 、「 生 ま 
れ て この か た な に ひと つと し て 人 な み に あ た えら れ た も の は な か っ た 」 と 
語る ジョ ー が 、 身 に 着け ざる を 得 な か っ た 生き る 術 の よう に も 描か れ て 
お り 、 言 うな れ ば 、「 食 欲 」 を か き 立 て る 「 う まい も ん 」 は 、 貧 し さや 


時 


” 加藤 幹郎 『 表 象 と 批評 一 映画 ・ アニ メー ショ ン ・ 漫 画 』 (岩波 書店 、2010 年 
4 月 。 引用 人 箇所 の 初出 は 、 加 藤 幹 郎 「 愛 の 時 間 - 一 いか に し て 漫画 は 一 般 的 討議 
を 拒絶 する の か 」 (米沢 章 『 博 編 『 マ ン ガ 批評 宣言 』 亜紀 書 房 、1987 年 2 月 ) 。 

4 ちば て つや の 下 で アシ スタ ント を し て いた 有川 三 番 地 に よれ ば 、 ち ば 作品 の 空 
間 描 写 は 手前 と 奥 で パー ス (遠近 法 ) が 違う 場合 が あり 、「 手 前 と な る 絵 の パ 
ー ス を 誇張 する こと で 全体 の 世界 観 が 広がっ て く る 技法 」 が と られ て いる と 
いう (「 あ し た の ジョ ー に 憧れ て 」 (「 月 刊 少年 マガ ジン プラ ス 」2015 年 07- 
08 号 、 「 月 刊 少年 マガ ジン 」201。5 年 4 月 、 US 0! 
号 、2-4 号 、2016 年 , 2, 4-6 号 ) ) 。 直接 的 に 加藤 ( 注 (23) に 同じ ) の 指摘 と 関 
わる も の で は な い が 、 ちば 作品 が 「 主 役 と 傍 役 、 前 景 と 後 景 、 中 心 と 周縁 の 区 
別 」 を 取り 払う 空間 の 描写 を し て いる と いう 議論 に 関わ る も の と 思わ れる 。 
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飼え か ら 述 れる た め の 手 段 と し て 表現 され て いる 。 


ジョ ー と マン モス 西 が 働く 乾物 
の りな ど 


様子 に 


と Seo 
つつ まめ 


お いて 、 


人 びと の 生活 を 送る 姿 や 、 


展 や か に 店 頭 6 で 


も 示さ れる よう に 、 ド ヤ 街 の 人 びと の 生活 、 


「 地 底 国 の 怪人 」 
キャ ラク ター の 身体 違 


屋 の 林屋 で は 、 和 缶詰 、 
べら れる 数 々 の 食材 が 、 


他 に 
や は 


Ho 出 た 
し ek 


EE で 
よー 、 ヽ 


殺到 する 客 の 


2 の の 


「 ロ スト ワー ルド 」 な ど 手 塚 の 初期 作品 ( 
E を 支え る た め の も の で あっ た 食 は 、 こ こ で は 
生き る 術 な ど を 表現 する も の 、 


ー 
ーー 


言い 換え れ ば 、 


キャ ラク ター の AM こ 


と を 物語 


ジョ ー」 


と 同時 に 禁 
力石 の 際 に は 
逸し た 様子 で 水 を 求め る 姿 、 
ミカ ン に 「 む し ゃ ぶり つく 」 
と 差し 出さ れる 焼 , 
られ る 姿 な ど が 

こう し た 描写 を 通し て 、 力 右 や ジョ ー の 4 


「 実 在 」 
そこ 【 
も の 、 
親 え る 。 


ー 


読 LU 


ー ヽ ュ 


を テク スト か ら ひ き 離 し 、 
マン ガ の 機能 
種 の 欲求 不満 」 を 抱か せ 、 
それ は 「 即 物 的 で 通俗 的 」 


る も の と な っ て いる 。 そう し た 描 


3 
欲 一 「 


食っ て ( 略 ) わる いも ん 」 
A 
ジョ ー の 際 に 


「 目 


た 


、 干 か 


ゝ じ り つ く 姿 や 、 


の 毒 」 が 


ら び て 皮 だ け 


姿 や 、 i う の 


自 
nA 


苗 か れる %。 


うな ぎ 、 サ ンマ な どの 「 に お い 」 


E き 様 が より 精 級 に 


に 加え 、 更 に 「 あ し た の 
i よっ て 、 


「 食 欲 」 


表現 され る 。 
深夜 に 常軌 を 


に な っ た 
て 次 々 


に 誘惑 され 苦し め 


表現 され 、 


の oC 「 リ アリ ティ 」 が 生ま れ て いっ た と する と 、 
立て る 「 う まそ う 」 な 


マン ガ に お ける 
「 う まい も ん 」 と 
じじ 5S も 、 で の 「 


食材 が 、 「 食 欲 」 を か き 


食欲 」 は あく まで も 作 中 に 


は 異な る も の で 
8 


ある 。 


し て 表現 され て いく 過程 が 連動 し て し 
まる も の で あり 、 
ヶ 食 欲 , と いう 現実 的 な 欲望 に 導く 」 グ ル メ 
「 あ し た の ジョ ー」 は 、 
食欲 」 を 喚起 させ る 類 の マン ガ で は な い 。 
決ま りき っ た パタ ー ン の 「 物 語 


こ 留 


DU 


ョ 吉 キ 
志 


\ る こと が 


に 「 あ る 


で は 疹 くき 


描か れる 「 食 欲 」 も 力石 や ジョ ー 固 有 の も の で あり 、 キ ャ ラク ター が 「 読 
者 と 物語 を 媒介 する 」 存 在 で は な いか ら で あ る 。 食材 は 「 う まそ う 」 な 
も の 、「 う まい も ん 」 と し て 表現 され る も の の 、 禁 欲 的 な 減量 も 含め 、 


身体 性 を 強固 に する も の と し て 「 食 欲 」 が 描か れる の で あり 、 そ の 意味 で 
「 呪 縛 」 は ここ で は 未だ 解 か ん な い の で ある 。 
それ で は こう し た 「 あ し た の ジョ ー」 か ら 、 ど の よう に 、 楽 し む た め 
の も の 、 読者 に 「 感 情 移入 」 を 促す も の と し て の 食 が 表現 され 、 グル メ 
マン ガ は 生ま れる の か 。 最 後に 見 て いく 。 
努力 、 成長 の 形式 化 
こま で 、 手 塚 治 是 初期 作品 へ の 着目 を 契機 に 、「 あ し た の ジョ ー」 に 


お ける 減量 


3 ジョ ー の 減量 の 対 と し て 、 ジョー と 対戦 する 東 消 
ソー ド が ある 。 詳細 は 抽 著 
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と 


注 (21) ) 参照 。 


E ナ チャ ン ピ オ ン 金 竜 


諸 な ど を 通し て 、 食 と キャ ラク ター の 身体 性 の 関わ り ! に つい て 見 


曽 飛 の 幼少 時 の エピ 


THE O 


て きた が 、「 
2 グー 


力 、 成 長 が 


に 楽 


社会 
の ! 
は 、 
「 あ 


2 


し た の ジョ ー」 


ヒ を 体現 する よう ! 
料理 の 技術 を 磨き 、 


自身 の 必然 」 と し て 描 ヵ 


し まれ 、 


食 の 知識 、 


で あれ ば 力石 、 


骨 奪 胎 


「 換 


具体 的 に 


「 応 用 」 
っ た パタ ー ン の 「 物 語 」 


と 化 


た の ジョ ー」 で は 、 


[包丁 人 味 平 」 を 見 る と 、 


過酷 な 減量 


を その 後 も 想い 続け 、 
な が ら 戦 う ジ ョ ー 一 カ 石 の 行為 を 反復 する よう に 減量 


れる 。 


一 方 「 包 丁 人 味 


a ョ ら の 身体 の 成 


F」 で は 、 


享受 され る よう 
の と で ある 。 
「 外 食 産業 」 が 興隆 し 「 社 会 全体 が 「 食 」 に 興味 を 持っ た 時 代 」、 消 
こ 、 グ ル メ マン ガ で は 「 う 3 
羽 と な り 、 ラ イ バ ル に 「 打 ち 勝 つた め 」 の 「 過 酷 な 修行 」、 
情報 を 披 決する 場 と な る 。 そ の 際 、 


ふれ た 努力 、 成 
され る こと で 、 
し て いく 。 
「 現 在 の ジャ ン ル 的 隆盛 に つなが る グル メ マ ン ガ の 原点 
「 あ し た の ジョ ー」 と の 差異 が 妖 え る 。 
に より 「 試 合 」 後 に 死ん だ ライ バル の 力石 
長 や 蓄積 され る ダメ ー ジ に 向き 合い 
も 為 さ れる 一 が 
「 試 合 」 ご と に 強大 化す る ライ ノル が そ 


こ な る 際 、? 


「 即 物 的 で 通 


食事 や 料理 その も の 」 が 「 テ ー マ 」 と な り 、 


E WHICH CONNECTS A GOURMET CARTOON WITH OSAMU TEZUKA 


つい に 食材 が 


すべ き は 、 努 


ジョ ー な ど 「 そ れ ぞ れ の 人 生 」( 
民 の 過程 が 、 


ュ ヒ 


二 


4 


まい も ん 」 の 表現 が 人 


[試合 


gs 
ts 


固有 で 


と し て な ぞ ら れ 、 


傘 


の 都度 意 場 し 、 か つて の 存在 が 顧み られ る こと は な い %。 


を 表現 する 「 修 行 」、 
に 現れ る 展開 に お いて 、 
ジョ ー の 身体 性 が 強 
F」 に お いて 、 禁 欲 で は な く 「 料 理 の 
こ 成功 し 世界 タイ トル の 防衛 を 果たす ボク 
a 


ライ バル が 次 々 
成長 は 
も の で あり 、 そ の こ 
魔術 」( 


類 う こと が で きる 。 


用 式 化す る 。 


こよ っ て あっ さ り と 減量 
サー の 次 が 「 物 語 の ワン シー ンジ |」 


力石 、 
と は 


「 包 丁 人 味 3 


ヽ 


つい て は 、 


ジラ 
ご 


固 と な る 


的 」 一 決ま りき 


A」 の 
「 あ し 


画 の 


「 う まい も ん 」 


「 試 合 」 が 繰り 返さ れ 、 そ こ で 、 よ り 強 英 と され る 
苗 か れる キャ ラク ター の 努力 、 


過程 と は 異な る 


ド と し で 


上 軸 か れる こと に も 


鳥山 明 「 ド ラゴン ボー ル 」 な ど 他 の 「 適 刊 


少年 ジャ ンプ 」 作品 に 対す る 、 人 竹熊 健太 郎 の 次 の よう な 言及 が 参考 と な 


こう し た あり 方 【 
る だ ろう 。 
アデ アジ ケ ー ト 主 


義 と あい 


まっ て 、 あ ら ゆ る 連 


虐 が 毎回 


試合 を 行う 


こと 


で 「 強 いや つの イン フレ 現象 」 を 示す に 及 ん で 、 私 は は っ きり つい 


て 行け な いも の を 感じ た 。 そ れ は も は や 、 


トー リー と は 呼べ な いか ら で あ る 。? 


ライ バル が その 都度 現れ る 、 
キャ ラク ター の 努力 、 成 


2 AN 「 カ レー 


「 第 一 回 全 


全日 本 ラー メン 祭り 」 ( 


長 の 形式 化 、 


身体 


蔽 争 」 で 重要 人 物 と し て 


? 竹熊 健太 郎 If 


com/blog/2005/09/post_16da.html。 2021 年 8 月 15 


生 の 希薄 


少 


「 強 いや つの イン フレ 現象 」 
包 こ り 、 


化 が * 


苗 か れ た 柳 大 吉 が 、 最 
こ お い て ライ ノ > ソレ と し て 再 登場 す る 。 
藤 剛 『 テ ジ カ ・ イ ズ ・ デ ッ ド 』 を 読む ②) 」(「 た け く ま メ モ 
竹熊 健太 郎 の 雑感 雑記 業務 連絡 」 2005 年 9 月 30 


少な く と も 私 の 考え る ス 


に お いて 、 
「 ス トー 


終 「 試 合 」 と な る 


編集 家 ・ 


、http://takekuma.cocolog-nifty. 


の や ノ o 
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リー と は 呼べ な いも の 」、 
ま 


きっ た パタ ー ン の 「 物 語 」 が 4 
た だ こう し た 身体 性 の 希薄 化 は 
で は な い 。 逆説 的 に 言え を ば 、「 あ し た 
「 人 生 」 が 精 弘 に 表現 され 、「 実 在 」 
れ た た め に 、 努 力 、 成 
「 地 底 国 の 恒 
と は 確認 し た が 、 元 々 ヨ 
カ の コミ ッ ク の 影響 、 引 
を 経 な 
リズ ム の 「 記 号 的 表現 」 に お いて 身 
英志 は 「 ア トム の 命題 」 と 定義 し?、 


し 


が 
ー ュ 


ヽ 
ヽ 


本 稿 の 文脈 で 言え ば 「 即 物 的 で 通俗 的 」 
E ま れ て いく 。 


1 か ら 出 発し て お り 、 デ フォ ル メ と し 
対象 か ら 切 断 さ れ た 「 記 号 
本 1 


決 


、 「 地 底 国 の 怪人 」 以 前 へ の 後戻り 
の ジョ ー」 に お いて 力石 、 ジ ョ ー の 
の ご と き 「 リ アリ ティ 」 が 生み だ さ 


長 の 形式 化 は 可能 と な っ て いる 。 
= 人 」 を 契機 に キャ ラク ター の 身体 恒 
E 塚 の マン ガ は 、 


E が 強め られ て いく こ 
映画 や アメ リ 
\ う 手続 き 
的 表現 」 で ある ?%。 そ うし た 非 リ ア 
生 を 強め て いく こと の 困難 を 、 大 塚 
「 成 熟 の 不可 能 性 を 与え られ た キャ 


戦前 の ディ ズ 


ラク ター は 、 し か し 、 い か に し て 成長 


て 大 塚 は %、 キ ャ ラク ター の 成長 と 「 和 破滅 」 を 「 
繰り 返し 描く 梶原 一 騎 を 「「 ア トム 


ジョ ー」、「 タ イガ ー マ ス ク 」 な ど で 


し 得る の か 」 と 問い を 立て る 。 そ し 
巨人 の 星 」、 「 あ し た の 


の 命題 」 を 最も 忠実 に 継承 し た 作者 の 
まん が ヒー ロー と し て 恐らく 初め て 
し た と 指摘 する 。 


人 」 と し 、「 ジ ョ ー は 戦後 の 少 


分 の 成長 し よう と する 身体 を 発見 」 


一 方 、 足 立 加 勇 は 『、 世 界 チ ャ ン ピ オ ン 、 ホ セ ・ メ ンド ー サ と の 戦い で 


「 倒 され て も 何 度 で も 立ち 上 が る 」 ジ 
な ど に 見 られ る パタ ー ン 化 の 嗜 矢 を 指 
転倒 し た 「 ジ ョ ー の 命題 」 を 立て る 。 
性 」 に 依拠 する も の で あり 、 戦 いで ど 


1 


ョ ー の 姿 に 、 現 在 の マン ガ 、 ア ニ メ 
摘 し 、 そ こ か ら 「 ア トム の 命題 」 を 
その パタ ー ン は 仲間 と の 「 絆 の 絶対 
の よう に 困難 な 状況 に 陥っ て も 、 最 
展開 を 指す 。 そ れ ま で 


終 的 に 「 精 神 」 力 に より 復活 を 遂げ る 


返さ れ て いる と いう 。 や は り 「 週 刊 少 


マン ガ ・ ア ニ メ に 負わ され て いる 
「 傷 つく 身体 」 を 表現 する と いう 
に 負 


or 


陥っ て いた キャ ラク ター は 、 和 突如 リア リズ ム と は 異な る 「 再 
「 記 号 」 の 身体 と な り 立 ち 上 が る 一 そう し た 「 死 と 


傷つき 苦境 に 
F 生 可能 」 な 
義 式 」 が 線 り 
で ある 尾田 栄一 郎 


生生 の 


ビ . 口 
ロロ 


有 


FE ジャ ンプ 」 イ 


「ONEPIECE」 な ど を 例 に 、 足 立 は 次 の よう に 述べ る 。 


課題 は 、「 傷 つか な い 記 号 」 で 
「 ア トム の 命題 」 で は な い 。 実際 


わ さ れ て いる 課題 は ト 、 キャ ラク ター は 「 傷 つく 身体 」 を 持っ て 


いる と いう 前 提 で 「 傷 つか な い 身 体 」 を 実現 せよ 、 と いう 「 ア トム 
の 命題 」 を 転倒 させ た も の な の で ある 。 


2% 手塚 治虫 イン タビ ュー 「 珈 琲 と 紅茶 で 深夜 まで 」(「 ば ふ 」 1979 年 10 月 ) 。 

2 大 塚 英志 『 ア トム の 命題 』 (徳間 書店 、 2003 年 4 月 ) 。 そ の 象徴 が 、 死ん だ 子ども の 代 
替 と し て 作ら れ た ロボ ッ ト で あり 、 ロ ボッ ト で ある が 政 に 成長 が で き な い アト ム (手塚 治 
虫 「 鉄 腕 ア トム 」 ) の 身体 で ある 。 

32 注 (18) に 同じ 。 

3 足立 加 勇 『 日 本 の マン ガ ・ ア ニ メ に お ける 「 戦 い 」 の 表象 』 (現代 書館 、 2019 年 6 月 ) 。 
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別 の 機会 で 言及 し た よう に 、 少 な く と も ジョ ー を 「 


の 喘 矢 と し て 位置 づけ る の は 困難 で あ 
上 が る 」 姿 は 、 


E と 再生 の 儀式 」 


る 。 「 倒 され て も 何 度 で も 立ち 


ト セ 戦 以前 、 既 に 金 竜 飛 と の 戦い の 際 に 描か れ て お り 、 


それ が 「 男 の 絆 」 や 力石 を 想う 力 で 勝利 を 収め る と いっ た 単線 的 な も の 
で な いこ と を 検証 し た %。 し か し 、「 あ し た の ジョ ー」 以 降 の マン ガ 、 


アニ メ に お ける パタ ー ン 化 、「 死 と 再 4 


E の 儀式 」 の 指摘 ! 


は 重要 で あり 、 


足立 は 「 今 日 で は 、 キ ャ ラク ター が 、 傷 つき 、 病 気 に か か り 、 老 い 、 


そし て 死ぬ こと は すでに 自明 の 前 所 で あ 


」 っ て 、「 死 と 再 4 


E の 儀式 で 人 々 


が 求め て いる の は 、 自 明 の 前 提 で は な く 、 そ の 前 提 を 和 覆す 禁 跡 で ある 」 
と 述べ る 。 つ まり 、「 傷 つく 身体 」 (リア リズ ム ) と 「 再 生 可 能 」 な 「 


記号 」 の 身体 の 往還 、 パ ター ン 化 で ある が 、 そ れ は 「} 


B 底 国 の 怪人 」 か 


ら 「 あ し た の ジョ ー」 に か け て 身体 性 が 強め られ 、 マ ン ガ の キャ ラク タ 
ー が 「「 傷 つく 身体 」 を 持っ て いる と いう 前 提 」 が 成立 し て いっ た か ら 


こそ 可能 な も の で ある 。 
そし て この | 前 提 」| は 、 グ ル メ マン ガ 


に よる 「 う まい も ん 」 の 表現 の ! 


心 化 、 努 力 、 成 長 の 形式 化 の 根底 に ある も の で も ある 。 つ まり 、「 あ し た 
に お いて 、「 奇 跡 」、「 儀 式 」 の 
な る 「 再 生 可 能 」 な 「 記 号 」 の 身 
体 へ の 変容 が 、「 前 提 」 に より 可能 と な っ て いる の と 同様 に 、「 あ し た の 


の ジョ ー」 以 降 の マン ガ 、 ア ニ メ の 描写 
た め に 為 さ れる 、 和 突如 リ アリ ズム と は 異 


ジョ ー」 の 構造 を 「 換 骨 春 胎 」、「 応 


」 す る グル メ マ ン ガ に お いて も 、 


「 う まい も ん 」 の 表現 を 中 心 化 する た め に 為 さ れる 、 努 力 、 成 長 の 形式 
化 、 身 体 性 の 希薄 化 は 、「 前 提 」 に よっ て 可能 と な っ て いる 。 


これ ら は 決ま りき っ た パタ ー ン の 「 失 
ター は 、「 自 身 の 必 希 」 と し て 為 さ れる 


人 生 」 固 有 の 「 物 語 」 と な る 力石 、 ジ ョ ー ら と は 異な り 、 


語 」 で ある が 、 そ れ 故 に キャ ラク 


努力 、 成 長 の 過程 が 「 そ れ ぞ れ の 


「 物 語 」 か ら 


切り 離さ れ た 、 自 律 的 な 存在 と し て 機能 し 易く な る 。 そ うし た あり 方 は 、 


キャ ラク ター の 影響 力 が より 増し て いる 近年 の 状況 に 局 


ほな る も の で も ある 。 


「 自 己 同 一 性 を 保ち な が ら 複 数 の コマ に 姿 を 現す ば か り で な く 、 複 数 の 


メデ ィ ア を 越境 し て いけ る 存在 」、「 断 片 化し 複数 化し た イメ ー ジ を 繋ぐ 媒 
介 物 で あり 、 さ ら に マン ガ か ら 異 な る メデ ィ ア へ の 越境 する も の 」、「 そ 


れ 自体 が 一 つの 媒体 (メデ ィ ウ ム ) 」 と 指摘 され る よ 


は 、 近 年 一 つの 大 き な メ ディ ア と し て 
それ は 、「 意 味 」 よ り も 視覚 な どの 「 感 


の の が 


捉え られ る よう に な っ て お り 、 


デジ タル 技術 に より デー タ 「 処 理 」 「 加 1 


物語 る も の で も ある 3。 


3 注 (21) に 同じ 。 


覚 」 に 「 主 眼 が 置か れる 」 状 況 、 
[」 が 容易 と な っ て いる 状況 を 


* 前 川 修 「 は じ め に 一 マン ガ 、 映 像 、 触覚 」( 前 川 修 ・ 奥 村 弘 『 マ ン ガ ン 漫 画 ノ 


MANGA 一 人 文学 の 視点 か ら 』 神戸 大 学 出版 会 、 2020 年 3 月 ) 。 


3 


た 


春秋 、 2021 年 1 月 ) 。 


岡本 裕一 朗 『 哲 学 と 人 類 ソクラテス か ら カ ント 、 21 世 紀 の 思 想 家 ま で 』 (文藝 
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生ま れる 、 楽 し 
ら 、 逆 説 め く が 、 


こう し た 潮流 の 各 明 期 に 、 グ ル メ マン ガ の 成立 は 関わ っ て いる 。 そ こ で 


まれ る も の と し て の 食 の 描写 は 、 人 間 の 営み で あり な が 
リア リズ ム の 身体 一 力石 や ジョ ー の よう な ーー か ら 切 り 


離さ れる こと で 可 


能 に な っ て いる 。 そ の よう な 転倒 は 、 ま さ に 情報 、 知 識 


を 食べ る 消費 社会 の あり 方 、 情 報 マ ン ガ と し て の 要素 を 、 そ の 後 、 色 濃く 
し て いく グル メ マ ン ガ の 性 質 を 象徴 し て いる と 言え る 。 つ まり 、 身 体 性 を 
支え る も の 、「 人 生 」 を 支え る も の で は な い 食 が 描か れる こと で 「 呪 縛 」 
は 解 か れん る の で あり 、 そ こ で 、 固 有 の 「 物 語 」 と 切り 離さ れ 、 自 律 的 な 存 


在 と な る キャ ラク ター に より 、 「 う まい も ん 」 の 表現 は 読者 に 紹介 され 、 
「 食 欲 」 を 喚起 させ る の で ある 。 


以上 見 て きた よう に 食べ へ の 注目 は 、 キ ャ ラク ター 自体 が 一 つの メデ ィ ア 
化す る 状況 に も 象徴 され る よう な 、 情 報 の 消費 が 更に 増大 し て いく あり 方 
を 考 祭 する た め の 、 有 効 な 視座 と な る の で ある 。 


付記 引用 は 、 


手塚 治虫 『 ロ スト 


ちば て つや 作画 『 あ し た の ジョ ー』 ( 全 12 巻 、 講 談 社 漫 画 文庫 、2000 年 


手塚 治虫 『 地 底 国 の 怪人 』 (角川 文庫 、1994 年 11 月 ) 、 
ワー ルド 』 (角川 文庫 、1994 年 11 月 ) 、 高 森 朝 雄 原 作 


6 月 一 11 月 ) 、 邊 次 郎 作 、 ビ ッ グ 錠 『 包 丁 人 味 平 』 ( 全 12 巻 、 集 英 社 文庫 


(コミ ッ ク 版 ) 
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、199$ 年 12 月 一 1996 年 7 月 ) に 拠っ た 。 


